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	対話を生む ファシリテーション
	～こどもまんなか支援会議～

	はじめに
	会議で発言する人が固定されている・・・
	若手職員が意見を言えない・・・
	申し送りが形だけになっている・・・
	ケース会議が報告会になっている・・・
	支援方針が職員ごとに異なる・・・
	こんな状況、ありませんか？

	多職種が連携しながら子どもを支援する場所
	保育士、児童指導員、児童発達支援管理責任者、専門職、管理者。 それぞれが異なる専門性や視点を持っているからこそ、子どもを多角的に理解し、より良い支援につなげることができます。 しかし現実には、「会議そのものがうまく機能していない」などの理由から、
	情報共有不足による支援のばらつき
	職員間の認識のずれ
	業務の属人化
	職員の孤立感や離職リスクの増加

	といった課題が生じ、組織運営そのものに大きな影響を与えているケースも少なくありません。

	福祉事業所にとって大切なこと
	福祉事業所において大切なのは、限られた時間と人員の中で、より質の高い支援を実現することです。そのためには、多職種がそれぞれの経験や専門性、意見を持ち寄り、互いの視点を共有しながら支援の方向性を考えていくことが欠かせません。 つまり、福祉事業所における会議とは、単なる情報共有の場ではなく、「一人では気づけない子どもの姿をチームで捉え、支援の方向性を共に考える対話の場」であると言えます。

	早速ですが “こんな会議は嫌だ” と思う会議の特徴は？
	進行役
	参加者
	実行者

	“こんな会議は嫌だ”
	進行役
	として、

	参加者
	として、

	実行者
	として、


	なぜ会議はうまく機能しなくなるのか
	多職種が集まっているにもかかわらず、会議が十分に機能しないのでしょうか。その理由は、職員一人ひとりの能力や経験不足だけではありません。むしろ多くの場合は、「話し合う環境」や「組織の文化」に原因があります。 例えば、
	発言すると否定されそう
	間違ったことを言ってしまうかもしれない
	ベテラン職員の前では意見を言いにくい
	管理者の考えと違うことは言えない

	このような雰囲気があると、職員は次第に自分の考えを口にしなくなります。

	福祉事業所にとって大切なこと
	本来であれば現場には、
	子どもの小さな変化への気付き
	支援の成功体験
	保護者とのやり取りから得られた情報
	専門職ならではの視点

	など、多くの知見が存在しています。 しかし、それらが共有されなければ、組織としての力にはなりません。結果として、「気付いていたのに言えなかった」「相談したかったけれどできなかった」「もっと早く共有していれば防げた」という状況が生まれてしまいます。

	安心して意見を言える 環境があるかどうか ＝心理的安全性 が、組織には不可欠
	心理的安全性が低いと？
	相談しなくなる
	心理的安全性が低い職場では、職員は自分を守ることを優先するようになります。また、「どうせ言っても変わらない」という諦めが生まれることで、組織全体の活力も失われていきます。 一方で心理的安全性の高さとは単に「みんな仲良し」や「良い雰囲気」であることを指していません。「私は少し違う意見を持っています」 「その支援方法には別の見方もあると思います」という発言ができることも、心理的安全性の一つです。

	心理的安全性とは 衝突がない状態ではなく 違いを安心して 伝えられる状態
	対話を生み出すために必要なもの
	心理的安全性は、対話の土台です。 しかし、安心して話せる環境があるだけでは、良い会議になるとは限りません。実際の会議では、
	話がまとまらない、
	発言が一部の人に偏る、
	結論が曖昧になる、

	といった課題もあります。そこで必要になるのが、ファシリテーションという考え方です。次章では、福祉現場におけるファシリテーションの役割について考えていきます。

	ファシリテーション
	ファシリテーションとは 人と人との対話を促進し より良い結論や合意形成へ導く技術
	参加者の中で思考が深化し、気づきが生まれるプロセスをつくることを支援 その上で、納得のいく合意につながるように話し合いの場をつくりあげる

	ファシリテーションが機能すると
	参加者同士が つながる
	話すことで 自ら気づく
	話すことで 元気になる
	相互に承認し合うことで元気になる

	ファシリテーターの役割
	　① 場を整える
	安心して話せる雰囲気を作る

	　② 意見を引き出す
	発言の少ない人にも声をかける

	　③ 問いを立てる
	チームの思考を前に進める

	　④ 整理する
	話が散らばった時に要点をまとめる

	　⑤ 合意形成する
	支援方針をチームとして決める


	① 場を整える（物理的環境）
	① 場を整える（心理的環境）
	◆オリエンテーション 突然本題に入っても意見が出しにくく思考プロセスも回りにくいためOARR（オール）という法則を用いて、会議の場づくりを行います。
	Objective（目的）
	Agenda（進行）
	Rules（ルール）
	Roles（役割）

	心理的安全性を偶然に任せるのではなく

	OARRの法則
	Objective（目的）
	「今日は何のために集まったのか」の共有
	Agenda （進行）
	「どのような流れで進めるのか」 ①事実の共有（10分）②考えられる背景の検討（15分） ③支援方法の検討（15分）④まとめ（5分）等
	Rules （ルール）
	人ではなく意見に向き合う・否定から入らない・最後まで話を聞く 発言量を独占しない・分からないことは質問してよい等
	Roles （役割）
	ファシリテーター、タイムキーパー、記録、参加者等
	「公式な場で十分な議論が出来ないと、非公式な場に批判や愚痴が蔓延する」

	OARRの法則に沿って作ってみよう
	「集団活動時のAくんの逸脱行動（走り回る等）について」
	Objective（目的）
	Agenda（進行）
	Rules（ルール）
	Roles（役割）


	ヒトツナ直営教室の会議ルール
	「聞いてもらえない」と思ったらまず自分が聞く側に立つ。それくらい、話し合いとは聞き合いの積み重ね。相手が何を大切に生きてきたか、その意見を持つようになった背景とはなにか。興味を持って聞くこと。
	「違いは始まり」むしろそこが出発点。違うから合わないと思っている時点で、支援のベクトルが支援者自身に向いていることに気づく必要がある。意見が違うということは、子どもにとってより多角的な視点で話し合いが出来るチャンス！

	② 意見を引き出す
	一方的に聞いているだけではなかなか腑に落ちないことも、入れ替わりや話の合間に会場にいる方同士で感想などを話す小さな時間を入れ込みましょう。その後、「皆さんでどんなお話をされましたか？ 」という促しをすると、感想と共に質問や不安などが出されることもあります。

	「何か意見はありますか」 と全体に投げかけても 返答がないのは 当たり前のこと
	対話を生み出すために必要なもの
	心理的安全性は、対話の土台です。 しかし、安心して話せる環境があるだけでは、良い会議になるとは限りません。実際の会議では、
	話がまとまらない、
	発言が一部の人に偏る、
	結論が曖昧になる、

	といった課題もあります。そこで必要になるのが、ファシリテーションという考え方です。次章では、福祉現場におけるファシリテーションの役割について考えていきます。
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